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郷
が
、
あ
る
時
期
に
負
担
し
た
春
米
の
量
を

記
し
た
メ
モ
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。
②
は
上
端
と
中
央
や
や
上
よ
り
の
ニ
カ

所
に
左
右

一
対
の
切
り
込
み
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
文
字
が
一
列
に
揃
っ
て
お

ら
ず
、
削
ら
れ
た
箇
所
が
多
い
こ
と
か
ら
、
習
書
と
み
ら
れ
る
。
０
は
上
下
両

端
と
も
に
欠
損
し
て
お
り
、
か
つ
墨
書
面
も
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
い
る
。
い

も
上
下
両
端
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
。
③
い
と
も
に
木
簡
の
性
格
は
不
明
で
あ

る
。
な
お
、
木
簡
は
も
う

一
点
出
土
し
て
い
る
が
、
墨
痕
は
確
認
で
き
る
が
釈

読
で
き
て
い
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
ほ
か
の

ご
教
示
を
得
た
。
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「
う
ず
も
れ
た
古
文
書

―
み
や
こ
の
漆
紙
文
書
の
世
界
」
展

の
開
催

二
〇
〇
六
年
二
月
七
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
、
飛
鳥
資
料
館
に
お
い
て

冬
期
企
画
展

「う
ず
も
れ
た
古
文
書
―
み
や
こ
の
漆
紙
文
書
の
世
界
」
が

開
催
さ
れ
た
。
『平
城
京
漆
紙
文
書

一
』
の
刊
行
に
因
む
も
の
で
あ
る
。

平
城
京
跡
、
長
岡
京
跡
な
ど
の
都
城
の
漆
紙
文
書
の
実
物

一
一
点
の
他
、

各
地
出
土
の
漆
紙
文
書
の
写
真
パ
ネ
ル
三
五
点
に
よ
っ
て
、
「人
を
支
配

す
る
」
「
田
と
稲
を
支
配
す
る
」
「時
を
支
配
す
る
」
「知
を
支
配
す
る
」

「も
の
を
作
る
」
の
大
き
く
五
つ
の
観
点
か
ら
の
陳
列
を
行
な
っ
た
。

都
城
の
漆
紙
文
書
と
し
て
は
初
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
展
示
で
、
漆
紙
文

書
の
空
間
的
広
が
り
、
時
間
的
広
が
り
を
味
わ
え
る
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る
漆
紙
文
書
の
解
読

が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、
ま
た
今
回
新
た
に
撮
影
し
た
漆

紙
文
書
の
調
査
風
景
の
ビ
デ
オ
も
放
映
さ
れ
た
。

な
お
、
今
回
の
展
示
に
合
わ
せ
て
、
カ
タ
ロ
グ

（
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一
六
頁
。
三

〇
〇
円
）
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
飛
鳥
資
料
館
に
て
販
売
中
。
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